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③ Treponema denticolaは、飼主から 14.3％、ペット
からは 30.8％検出された。 
④ Porphyromonas gulaeは、飼主から 3.6％、ペット
からは 88.5％検出された。
⑤ 飼主とペットに共通して検出された割合は、 
Porphyromonas gingivalisが 0 ％、Tannerella 
forsythiaが 100％、Treponema denticolaが 4.2％、
Porphyromonas gulaeが 4.2％であった。
【考察】
歯周病重症度と酵素活性測定キットのスコア値は
相関性が認められたことから、歯周病原因菌由来ト
リプシン様酵素がペットの歯周病の病態に関与して
いることが示唆された。飼主とペットとの共通感染
については、別の感染経路である可能性も考えられ
るため、本研究では明らかに出来ないが、 Tannerella 
forsythiaが飼主とペットから 100%検出されたことは
本菌が常在菌として双方に定着している可能性が考
えられる。
ヒトで報告の少ないPorphyromonas gulaeが飼主の
口腔内に存在する場合は、ペットからの感染を示唆
し、飼主とペットの接触について獣医師を含む動物
病院スタッフが啓蒙する必要がある。
